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新米をおいしく食べる

おすすめレシピ

秋サケとキノコの炊き込み・みそご飯

材料(4人分)

  米 　…………2合
  昆布　 ………小1枚
  生サケ ………2切れ
  （下処理用に塩、酒各少々）
  ニンジン  ……1/4本
  糸ミツバ  ……1/2束
  キノコ類  ……100g
  （シメジ・エリンギ・シイタケ）
  ギンナン ……12粒

〈A〉
　酒　………大さじ2
　みそ………大さじ2
　みりん……小さじ2
　しょうゆ…小さじ1

作り方

ご飯のおいしさを長持ちさせるための

保存方法

 保存場所 >
直射日光や高温多湿を避け、涼しくて暗い場所に保存しましょう。雨で
湿度が高い時期は傷みやすいため、冷蔵庫や冷凍庫での保存がおすすめ
です。冷凍した米は、解凍せずそのまま洗って炊くことができます。

 保存⼿順> 精米後は、米びつやタッパー、ペットボトルなど密閉容器に移し替えま
しょう。米を継ぎ足さず、使い切ったら容器を軽く掃除してください。

 保存期間 > 米はできるだけ早めに使い切るのが理想です。精米してから1か月以内
が目安です。

1.　米は洗って炊飯器に入れ、昆布を入れて少なめの水に30分間漬けておく。
2.　具材の下ごしらえをする。生サケは1切れを3、4つに切って塩と酒を振り、4、5分置く。
　   キッチンペーパーで汁気を拭いてオーブントースターでさっと表面を焼く。キノコ類は食　
　　べやすい大きさに切る。ニンジンは千切りにする。ミツバはさっとゆでて1cm長さに切
　　る。ギンナンは殻を取ってゆで、薄皮をむく。
3.　炊飯器にAの調味料を入れ、炊飯器の2合の目盛りまで水を加える。②のキノコ類、ニンジ
　　ンさっと焼いたサケを加えてスイッチを入れる。
4.　炊けたら全体を混ぜて器に盛り付け、②のミツバやギンナンを散らす。

3

高温に負けない星空舞
　鳥取県が力を入れてPRし、全国的な認知度が上昇中の「星空舞」。
　生産者にとっては、①丈が短く倒伏しにくい②病気に強い③登熟期に高温が
続いても品質が落ちにくい、と栽培しやすいのが特徴です。今年の猛暑でも、
1等米中心と品質の高い米に仕上がっています。
（これまでの1等米比率＝R6：89.7％、R5:93.2％、R4：97.7％）
　また「星空舞ブランド化推進協議会」を設立し、ブランド化を推進中！県と
JAグループで県内外への販路開拓を進めているため、販売価格も安定しやすい
のがうれしいポイントです。今年も、昨年に引き続き、「星空舞」の人気の高
い沖縄県への販促活動も予定しています。

栽培している生産者の声

    きぬむすめに比べ、肥料の量が半分でよく、その分手間が少ない。
    単価が高いのも魅力。

稲が倒れにくいのが、作っていて良い。最終精算の金額が一番高かったのも嬉しい。

作付面積は、昨年に比べ27ha増え、今年はひとめぼれより多く作られました。まだ栽培され
たことない方は、次のシーズンにぜひご検討ください！

令和７年産

新米
始まりました

９月末現在、JA水稲担当者による今年の作況は…

　猛暑に加え、雨が極端に降らず異常な水不足となった今年ですが、
刈り取りまではギリギリ水分を保てており、収量は例年通りを見込ん
でいます。ただ高温障害はあり白濁未熟粒など品質低下は見られます。
　9月30日に農水省が公表したR7年産米の農産物検査結果（8月31日
現在）では、早い品種での鳥取県1等米比率は39.5％（前年同期4.7ポイ
ント減）と、やや低めの数値となりました。

令和7年度の管内の作付面積

JA鳥取中央管内では、作付面積が小さい品種も合わせると10種類の
食用米が栽培されています。そのうち、面積が大きい順トップ４は
1位きぬむすめ1,210ha、2位コシヒカリ909ha、３位星空舞412ha、
４位ひとめぼれ400haとなっています。

秋も深まり、米や野菜など、さまざまな農産物がさらに
おいしい季節となりました。JA鳥取中央管内のライスセ
ンターやカントリーエレベーターでも９月上旬から米の
荷受けが始まっています。
今年の出来や、おいしい食べ方を調べてきました。
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　女性大学ルミナールの受講生８人は、梨の選果場見
学や収穫体験を通して地元農業への知識を深めまし
た。選果場見学では、倉吉市の倉吉梨選果場を訪れ、場
長の大野俊一さんからセンサーによる検査やプールラ
インなど選果工程について詳しく説明を聞きました。
　その後、湯梨浜町にある青壮年部盟友の前田佳寛さ
んの園地で「二十世紀」の収穫を体験。前田さんの圃場
では、２年後にジョイント栽培に切り替えるということ
で、受講生らはジョイント栽培についても詳しい説明を
受け、知識を深めました。
　参加した谷本実慧さんは「栽培過程で二重で袋を掛
けるのはとても大変だと思う。選果場でも、毎日3,000
箱選果されるのは、頭が下がる思いです」と話しました。

　コスモスの会大栄支部は、地区のコミュニティセンター
でミニデイサービスを開催し、８人の地域高齢者が参加し
ました。
　簡単なゲームをしたあと、会員が演奏する大正琴に併せ
てみんなで歌を歌い、その後、手作りデザートや旬の果物で楽しい茶話会を楽しみました。
　代表の竹信啓子さんは、「参加者が毎年楽しみにしてくれているので、大正琴の曲目を変えたり、手作り
プレゼントやおやつ等工夫をして、これからも続けていきたい」と話しました。

　河北支部さくらんぼの会は、モルックに挑戦し、会員
１６人が参加しました。同支部では一昨年からペタンク
に取り組み大会を開催していましたが、新しい競技にも
挑戦してみようと、今回はモルックを行いました。大会

では一投ごとに歓声が上
がり、参加者は「初めてで
すが、ボーリングやペタン
クに似たところがあり面
白かった。ルールはわかり
やすく、点数の加算が頭の
体操にもなる。またやって
みたい」と話しました。

　羽合支部会員９人は湯梨浜町の加工所で、
焼肉のタレを作りました。同町産の二十世紀
梨をふんだんに使用するのが特徴で、その他
にもリンゴやバナナなどでフルーティーな味
わいとなっています。会員らは慣れた手つき
で、作業し瓶約30
本分を完成させま
した。中川はるこ
会長は「みんなで
和気あいあいと親
睦もできて楽しい
会」と話しました。

ルミナール受講生が選果作業を見学＆収穫を体験

大正琴の美しい音色で合唱

モルックで大盛り上がり 焼き肉のたれづくり

地域農業へ理解

コスモスの会大栄支部 ミニデイ開催

河北支部さくらんぼの会が初体験 羽合支部 毎年恒例行事

大野場長から選果工程について教わり

前田さんの圃場で、梨の栽培過程や収穫方法を聞きました

9/ 8

9/ 19

9/ 18 9/ 26

ル
ミ
ナ
ー
ル

ル
ミ
ナ
ー
ル

コ
ス
モ
ス
の
会

コ
ス
モ
ス
の
会

女
　
　性
　
　会

女
　
　性
　
　会

息の合った演奏でミニデイ参加者を楽しませました♪
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あぐりキッズスクール第6回

9月7日（日
） 　今回のカリキュラムは倉吉・三朝クラスと湯梨浜・北栄・琴浦クラス合同開催で、DVD

でJA鳥取中央の特産品である梨の収穫から出荷までの一連の流れを勉強した後、梨
園に移動し、旬の「二十世紀」と「新甘泉」の収穫を楽しみました。

　JA東郷支所で、梨の栽培か
ら出荷までをDVDを見ながら
理解を深めました。梨の品種
や育て方、選果の仕方、そして
出荷までの全工程について、
熱心に聞き入っていました。

　倉吉観光梨園にお邪魔して、農園代
表の西谷美智雄さんからおいしい梨
の見分け方や収穫の仕方を聞いた後、
みんなが楽しみにしていた梨の収獲
スタート。あぐり生は「二十世紀も新甘
泉もみずみずしくシャリシャリしてい
て美味しかった」と笑顔で話しました。

DVD
学習

みんな熱心にDVD鑑賞

梨「二十世紀
」と

「新甘泉」収
獲体験

梨まであと少し
頑張って！

梨の皮剥きに
挑戦

おいしくて

いっぱい食べ
れちゃう大っきい梨だね

栽培過程に
ついてなど

の

贅沢に
１玉丸かじり

切るときは
よそ見しないでぇ～
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倉
吉
梨
生
産
部
は
、担
い
手
確
保
に
向

け
、倉
吉
市
で
産
地
体
験
会
を
開
き
ま
し

た
。将
来
、就
農
を
検
討
し
て
い
る
人
や
梨

に
興
味
が
あ
る
３
組
が
参
加
。広
田
一
恭

倉
吉
市
長
も
加
わ
り
、中
腰
に
な
り
な
が

ら
、た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る「
秋
甘
泉
」を

収
穫
し
農
作
業
の
楽
し
さ
と
大
変
さ
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
収
穫
後
は
、選
果
場
の
見
学
や
生
産
者

と
の
意
見
交
換
の
時
間
も
設
け
、倉
吉
市

の
就
農
支
援
に
つ
い
て
も
Ｐ
Ｒ
。

　
松
下
大
輔
さ
ん
は「
袋
掛
け
や
収
穫
は

体
験
で
き
た
が
、ま
だ
年
間
で
の
作
業
の

全
体
像
は
見
え
て
い
な
い
た
め
、ほ
か
の

作
業
も
知
り
た
い
」と
意
欲
的
で
し
た
。

　
特
産
品
の
一
つ
、中
玉
ト
マ
ト
が
収
穫
最

盛
期
を
迎
え
、生
産
者
は
真
っ
赤
に
熟
れ
、

直
径
５
㎝
ほ
ど
に
育
っ
た
ト
マ
ト
の
収
穫

に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。北
栄
町
内
の
生
産

者
で
組
織
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
野
菜
友
の
会

は
、食
味
が
良
く
糖
度
が
高
い
中
玉
ト
マ
ト

を
栽
培
し
、「
ナ
ン
チ
ュ
ー
う
ま
い
ト
マ
ト
」

と
い
う
商
品
名
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　「
ナ
ン
チ
ュ
ー
う
ま
い
ト
マ
ト
」は
皮
が

薄
く
、酸
味
は
控
え
め
で
甘
い
の
が
特
徴
。

今
年
は
高
温
の
た
め
、初
期
の
割
れ
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、収
穫
量
は
例
年
並
み
を
見

収
穫
体
験
実
施
で
３
組
参
加

ナ
ン
チ
ュ
ー
う
ま
い
ト
マ
ト
収
穫

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
提
供

9月6日

9月9日

倉
吉
梨
生
産
部

オ
リ
ジ
ナ
ル
野
菜
友
の
会

梨を収穫する松下さん（右）や取った梨をコンテナに詰める参加者

真っ赤に実ったトマトを収穫する吉見さん

込
ん
で
い
ま
す
。

　
栽
培
を
始
め
て
11
年
目
の
同
会
の
吉
見

忠
亮
さ
ん
は
、ス
イ
カ
の
後
作
と
し
て
20

ａ
を
栽
培
。「
今
年
も
凄
く
お
い
し
い
中
玉

ト
マ
ト
に
仕
上
が
っ
て
い
る
」と
話
し
ま‌

し
た
。

　
琴
浦
梨
生
産
部
と
Ｊ
Ａ
は
、琴
浦
町
の

「
介
護
老
人
福
祉
施
設
百
寿
苑
」に
樹
齢

１
１
７
年
の
古
木
の
梨「
二
十
世
紀
」を
進

呈
し
ま
し
た
。

　
古
木
か
ら
取
っ
た
梨
２
㎏（
６
玉
入
）２

箱
の
ほ
か
に
、同
部
か
ら
10
㎏（
24
玉
入
）

２
箱
も
用
意
。Ｊ
Ａ
の
戸
田
勲
常
務
と
同

部
で
琴
浦
梨
選
果
場
場
長
の
岩
本
洋
士
さ

ん
ら
が
施
設
を
訪
れ
、１
０
３
歳
の
利
用

者
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
栽
培
を
担
当
し
た
北
栄
営
農
セ
ン
タ
ー

の
川
上
雅
弘
課
長
は「
農
協
職
員
、生
産
部

員
が
丹
精
込
め
て
、今
年
の
暑
い
夏
を
乗

り
越
え
毎
日
潅
水
し
て
で
き
た
梨
。ど
う

ぞ
皆
さ
ん
で
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
」

と
話
し
、戸
田
常
務
は
「
百
年
樹
の
よ
う

に
、よ
り
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

介
護
施
設「
百
寿
苑
」に

梨
を
進
呈

百
年
樹
の
よ
う
に
長
生
き
を

9月9日

百年樹梨を手渡す戸田常務（右）

デザイン／令和６年農作業安全ポスターデザインコンテスト　農林水産省農産局長賞　谷脇英樹
企画・編集・制作 ／（一社）日本農業機械化協会　転載・複製・転用を禁ず。

令和７年秋　農作業安全啓発活動推進中！令和７年秋　農作業安全啓発活動推進中！

鳥取県農作業安全・農機具盗難防止協議会（鳥取県農安協）

運動実施期間　令和 7 年 9 月 1 日～10 月 31 日

急がず・焦らず・怠らずで、生産第一よりも安全第一の農作業

9/1～10/31 秋の農作業安全運動継続中

県中部地域農作業安全・農機具盗難防止協議会からのお知らせ
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Ｒ
８
年
度
の
活
用
に
向
け
た
白
葱
補
助

事
業
説
明
会
を
倉
吉
市
、琴
浦
町
、北
栄
町

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
白
葱
栽
培
は
近
年
の
夏
場
の
高
温・
大

雨
に
よ
る
単
収
低
下
に
悩
ま
さ
れ
て
お

り
、産
地
全
体
で
白
葱
栽
培
の
意
欲
向
上

に
繋
が
れ
ば
と
説
明
会
を
企
画
し
ま
し

た
。県
担
当
者
が
事
業
内
容
を
紹
介
。規
模

拡
大・
品
質
向
上
に
資
す
る
機
械
導
入
や

夏
場
の
高
温
障
害
対
策
、優
良
農
地
へ
の

改
良
等
の
各
種
支
援
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
倉
吉・
関
金
白
葱
生
産
部
の
岡
本
昭
司

部
長
は「
共
同
防
除
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入

を
検
討
し
て
、白
葱
の
栽
培
面
積
増
加
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
倉
吉
西
瓜
生
産
部
会
は
、倉
吉
市
の
倉

吉
西
瓜
選
果
場
で
抑
制
栽
培
の
ブ
ラ
ン

ド
ス
イ
カ「
抑
制
極
実
西
瓜
」の
初
出
荷
セ

レ
モ
ニ
ー
を
開
き
ま
し
た
。生
産
者
、行

政
、Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
40
人
が
初
出
荷
を

祝
い
、地
元
の
園
児
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の

ダ
ン
ス
を
披
露
し
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま‌

し
た
。

　
岸
本
健
志
部
会
長
は「
暑
い
中
作
業
を

し
て
き
た
生
産
者
の
努
力
の
結
晶
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

白
葱
補
助
事
業
の
説
明
会
を
開
く

「
抑
制
極
実
西
瓜
」広
田
市
長
に
贈
呈

「
抑
制
極
実
西
瓜
」初
出
荷

9月3日

栽
培
意
欲
向
上
へ

倉
吉
西
瓜
生
産
部
会

倉
吉
西
瓜
生
産
部
会

　
北
栄
町
立
北
条
小
学
校
３
年
生
54
人

は
、北
栄
町
の
ブ
ド
ウ
選
果
場
で
特
産

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」の
選
果
を
見
学

し
、地
域
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

児
童
は
、ブ
ド
ウ
が
箱
詰
め
さ
れ
る
工
程

を
見
学
。北
条
支
所
ぶ
ど
う
生
産
部
の
石

宝
梅
市
部
長
ら
に
対
し「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
が
黄
緑
色
な
の
は
な
ぜ
か
」な
ど
、

次
々
に
質
問
し
ま
し
た
。

　
井
上
寿
樹
副
部
長
が
児
童
に「
ブ
ド
ウ

を
将
来
作
っ
て
み
た
い
人
」と
質
問
す
る

と
、児
童
の
半
数
以
上
が
手
を
挙
げ
て
興

味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
は「
ブ
ド
ウ
の
選
果
の
流
れ
が
知

れ
て
良
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

箱詰めされているブドウに興味を示す児童ら

選
果
場
を
見
学 

ブ
ド
ウ
作
り
に
興
味
津
々

9月4日
北
条
小
３
年
生

営
農
ト
ピ
ッ
ク
ス

営
農
ト
ピ
ッ
ク
ス

Spotlight on Agriculture

県
中
部
の
農
業
に
ま
つ
わ
る
ト
ピ
ッ

ク
ス
を
ま
と
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

9月2～4日

9月3日

今年の意気込みを語る岸本部会長

　
倉
吉
西
瓜
生
産
部
会
は
、倉
吉
市
役
所

で
特
産
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
イ
カ「
抑
制
極
実

西
瓜
」を
広
田
一
恭
市
長
へ
贈
り
ま
し
た
。

試
食
し
た
広
田
市
長
は「
果
肉
が
柔
ら
か

く
、甘
く
て
お
い
し
い
。ぜ
ひ
多
く
の
消
費

者
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
太
鼓
判

を
押
し
ま
し
た
。

　
同
部
は
40
人
が
抑
制
極
実
ス
イ
カ
を

栽
培
し
、作
付
面
積
は
6.4‌

ha
と
昨
年
か
ら

0.2‌

ha
増
加
。関
東
、関
西
を
中
心
に
９
月
17

日
ま
で
出
荷
し
、出
荷
数
量
３
万
玉
、販
売

金
額
７
，５
０
０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

　
同
部
会
産
地
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

川
晋
詞
部
長
は「
今
年
は
雨
が
少
な
く
心

配
な
面
も
あ
っ
た
が
、例
年
並
み
の
大
玉

に
仕
上
が
っ
た
」と
報
告
し
ま
し
た
。

補助事業の説明をしっかりと聞く生産者ら

産地振興プロジェクトの中川部長㊥と岸本
指導部長㊨からスイカを受け取る広田市長㊧
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９月は
和牛子牛せり市が
休市のため、
結果の掲載は
ありません。

発畜
域
地
見産

を

な
つ

ぐ

！物
語

プロフィール
就農：1年目（卓さん）
畜種：和牛繁殖
頭数：繁殖牛12頭
　　　子牛6頭
　　　3月までに9頭の分娩を予定
趣味：映画鑑賞
　　　音楽鑑賞

　中
なか
本
もと
　榮
さかえ

さん（父）

　　　卓
すぐる

さん
（琴浦町）

Vol.4

　
今
回
は
、中
部
畜
産
共
進
会
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
、県
畜
産
共
進
会
で
は
鳥
取
和
牛
応
援
団
長
賞
に

輝
い
た「
し
ら
ほ
し
」号
を
飼
育
す
る
中
本
栄
さ
ん
と
卓

さ
ん
の
元
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。最
近
は
栄
さ
ん
が
高

齢
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、主
に
は
卓
さ
ん
が
作

業
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。卓
さ
ん
を
メ
イ
ン
に
お

２
人
か
ら
お
話
し
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

　
み
ご
と
、９
月
20
日
開
催
の
県
共
で
応
援
団
長
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
！
そ
の
時
の
率
直
な
感
想
を
教
え
て

く
だ
さ
い
！

　
首
席
を
狙
っ
て
い
た
の
で
残
念
な
思
い
も
あ
り
ま
す

が
、県
知
事
夫
人
の
り
え
さ
ん
が
気
に
入
っ
て
く
だ
さ

り
、初
め
て
で
き
た
特
別
賞「
鳥
取
和
牛
応
援
団
長
賞
」

に
選
ん
で
も
ら
え
、光
栄
で
す
。

「
し
ら
ほ
し
」は
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

　
肩
か
ら
し
っ
ぽ
の
付
け
根
ま
で
の
体
長
線
が
よ
く
、

栄
養
状
態
も
審
査
の
基
準
に
当
て
は
ま
っ
て
い
て
、発

育
良
好
な
牛
だ
っ
と
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。血
統

の
か
け
合
わ
せ
に
よ
っ
て
能
力
が
で
て
く
る
の
で
、巡

り
合
わ
せ
が
あ
っ
て
良
い
体
形
の
牛
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
頃
か
ら
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
飼
育
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

　
朝
、餌
や
り
前
に
、母
牛
、子
牛
と
も
に
観
察
し
ま
す

ね
。残
餌
量
や
動
き
を
見
て
い
ま
す
。夕
方
の
餌
や
り
終

了
後
に
も
確
認
し
ま
す
。飼
育
方
法
で
は
、粗
飼
料（
自

家
産
の
牧
草
や
稲
わ
ら
）と
配
合
飼
料（
タ
ン
パ
ク
質
や

ビ
タ
ミ
ン
）の
バ
ラ
ン
ス
を
上
手
く
合
わ
せ
て
良
い
具

合
に
も
っ
て
い
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

今
ま
で
で
一
番
大
変
だ
っ

た
こ
と
は
？

　
自
然
に
生
ま
れ
る
と
き
は
い
い
ん
で
す
け
ど
、難
産

の
分
娩
で
す
ね
。母
牛
に
つ
き
っ
き
り
で
し
っ
か
り
見

な
が
ら
対
応
し
ま
す
が
、状
況
判
断
が
難
し
い
で
す
。特

に
初
産
牛
の
場
合
、ま
だ
体
が
で
き
て
い
な
い
の
で
余

計
に
気
を
使
い
ま
す
。ま
た
、破
水
し
て
か
ら
２
時
間
弱

以
内
に
出
産
し
な
い
と
生
存
率
に
か
か
わ
る
の
で
時
間

と
の
勝
負
で
も
あ
り
ま
す
。他
に
も
、人
間
と
同
じ
よ
う

に
帝
王
切
開
す
る
場
合
も
あ
っ
た
り
と
そ
の
場
で
の
判

断
が
難
し
い
で
す
。

中
本
さ
ん
が
仕
事
を
す
る
う
え
で
大
事
に
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
年
10
回
あ
る
セ
リ
で
、県
内
外
の
購
買
者
か
ら「
良

い
牛
だ
、中
本
さ
ん
家
か
ら
出
た
牛
は
信
頼
で
き
る
」と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、い
い
牛
を
出
荷
し
、ま
ず
顔
を

覚
え
て
も
ら
う
。そ
の
た
め
に
は
、出
荷
す
る
牛
を
し
っ

か
り
大
き
く
さ
せ
た
い
で
す
。購
買
者
の
好
み
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、牛
の
発
育
の
数
値
を
表
す
Ｄ
Ｇ
が

基
準
値
以
上
の
1.0
以
上
、去
勢
だ
っ
た
ら
1.1
～
1.3
に
な

る
よ
う
に
飼
育
し
て
い
ま
す
。

父
の
榮
さ
ん
か
ら
卓
さ
ん
へ
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　
ま
だ
ま
だ
経
験
が
浅
い
の
で
、い
ろ
い
ろ
物
事
を
考
え

行
動
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。考
え
る
こ
と
は
、経
営
的
な

話
も
あ
る
し
幅
が
広
く
、牛
は
本
当
に
難
し
い
ん
で
ね
。

卓
さ
ん
の
今
後
の
目
標
は
あ
り
ま
す
か
？

　
母
牛
の
頭
数
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で
20
頭
前
後
ま

で
増
や
し
た
い
で
す
ね
。セ
リ
に
も
、毎
月
１
～
２
頭
で

も
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。セ
リ
は
ど
の
く
ら
い

の
値
段
で
売
れ
る
か
も
楽
し
み
で
す
し
、他
の
生
産
者

の
牛
と
並
べ
て
見
比
べ
ら
れ
る
場
で
も
あ
る
の
で
、競

り
合
え
る
よ
う
な
質
の
高
い
牛
を
育
て
て
出
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｇ
の
数
値
を
大
事
に
し
な
が
ら
、オ
ス
で
も
メ
ス

で
も
見
栄
え
が
大
き
い
牛
、発
育
良
好
な
牛
に
仕
上
げ

て
、県
内
外
の
購
買
者
さ
ん
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、信

頼
し
て
も
ら
え
る
農
家
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。
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栗「
ぽ
ろ
た
ん
」今
年
は
大
粒
に

琴
浦
栗
生
産
部

　
砂
地
で
ブ
ド
ウ
栽
培
を
行
う
湯
梨
浜
町
羽
合
地
区
で
、

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」の
収
穫
が
本
格
化
し
て
い
る
。

今
年
は
、出
荷
前
に
行
っ
た
査
定
会
で
は
、糖
度
合
格
基
準

の
18
度
を
大
き
く
超
え
る
19・
１
度
と
出
来
栄
え
は
上
々
。

生
産
者
は
収
穫
や
出
荷
作
業
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
羽
合
ぶ
ど
う
部
会
の
松
本
憲
一
副
部
会
長
も
６
ａ
の

園
地
で
収
穫
作
業
に
汗
を
流
し
、５
０
０
～
６
０
０
ｇ
に

育
っ
た
房
を
ハ
サ
ミ
で
収
穫
し
、優
し
く
運
搬
車
の
上
に

並
べ
て
い
ま
し
た
。

　
松
本
部
会
長
は「
羽
合
ぶ
ど
う
部
会
は
一
人
ひ
と
り
の

面
積
が
小
さ
い
分
、１
房
１
房
手
を
か
け
て
育
て
て
い
る
。

甘
さ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

きれいな形のシャインマスカットを収穫する松本部会長

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト 

収
穫
に
汗

9月12日
羽
合
ぶ
ど
う
部
会

9月11日　
琴
浦
町
で
、早
生
栗「
ぽ
ろ
た
ん
」の
出
荷
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
夏
の
猛
暑
や
少
雨
の
影
響
で
生
理
落
下
が
見
ら

れ
た
も
の
の
、残
っ
た
栗
は
４
Ｌ
サ
イ
ズ
中
心
と
大
粒
に
。

琴
浦
栗
生
産
部
で
は
、９
月
７
日
か
ら
選
果
を
開
始
し
、月

末
ま
で
県
内
市
場
や
Ｊ
Ａ
直
売
所
へ
出
荷
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
、河
上
幸
徳
部
長
も
10
ａ
の
ほ
場
で
、「
ぽ
ろ
た

ん
」を
収
穫
。落
ち
て
い
る
イ
ガ
を
、足
で
開
き
な
が
ら
拾

い
集
め
て
い
ま
し
た
。「
ぽ

ろ
た
ん
」は
加
熱
す
る

と
渋
皮
が
ポ
ロ
っ
と

剥
け
る
画
期
的
な

栗
。河
上
部
長
は

「
み
ん
な
が
期
待

し
て
待
っ
て
い
る

秋
の
味
覚
。栗
お

こ
わ
や
焼
き
栗
に

し
て
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」と
話
し
ま
し
た
。

選果場で傷や実入りの状態を確認し出荷 イガの中から栗を拾って収穫

　
宮
中
に
献
上
す
る
献
穀
米
を
収
穫
す
る
「
新
嘗
祭
供
御

献
齋
田
抜
穂
式
」が
、三
朝
町
の
吉
田
定
夫
さ
ん
、滿
香
さ

ん
夫
妻
の
水
田
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
後
、奉
仕
者
２
人
が
鎌
で
黄
金

色
に
実
っ
た「
星
空
舞
」稲
穂
を
丁
寧
に
刈
り
取
り
、神
前

に
供
え
ま
し
た
。吉
田
夫
妻
を
は
じ
め
、県
や
町
、Ｊ
Ａ
関

係
者
、御
刈
女（
お
か
り
め
）ら
が
出
席
。

　
神
事
後
の
収
穫
感
謝
祭
で
は
、参
列
者
全
員
で
３
度
稲

を
刈
り
取
り
ま
し
た
。吉
田
さ
ん
は「
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
が
心
配
で
し
た
が
、間
違
い
な
く
良
い
米
が
出
来
き
て

一
安
心
し
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
刈
り
取
っ
た
稲
は
10
月
中
旬
に
精
米・
選
別
を
行
い
皇

居
に
献
上
さ
れ
ま
す
。

献
穀
田
で
抜
穂
式

9月8日
鳥
取
県
三
朝
町

黄金色に実った稲穂を収穫した吉田夫妻
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いつでも
そばに み んなのＪＡ

9/ 5・6

9/ 6・7

9/ 9

　地域貢献活動として、倉吉市の子ども食堂「好
きな道」へ梨「二十世紀」を贈呈しました。
　梨は、昼食会や、月４回開いている無料学習会
で勉強後の小学生や中学生にふるまわれました。
　梨を受け取った代表の大曲圭子さんは「子ども

たちの喜んでいる顔が浮かぶ。しっかり子どもたちに届ける」と話しました。
　別日には、同市の子ども食堂「ほっとここ」にも贈呈。翌日、350食分の弁当の一部で使用され、地域住民の昼食
としてふるまわれました。
　代表の田中昭子さんは「梨を弁当に入れたいと思っていた。季節のものをいただけてありがたい」と笑顔で話
しました。

　第16回JA鳥取中央杯学童軟式野球大会を
三朝町と関金町で開き、三朝・北条野球スポー
ツ少年団が優勝に輝きました。
　今年は12チームが参加し、１日目の予選
リーグではブロックごとに各チームが対戦。
勝ち上がった４チームが２日目にトーナメント
戦で優勝を競いました。
　決勝は同少年団と倉吉サンボーイズが対戦
し、７対３で同少年団が優勝しました。
　開会式で同JAの上本武組合長は「試合ができるのは家族や熱心に指導を行った指導者の助けがあってこそ。
感謝の気持ちを忘れずに全力でプレーしてほしい」と話しました。

　倉吉市のJA本所で「夏の特産品付定期貯金キャ
ンペーン」の抽選を行い、当選者が決定しました。
　同JAの上本武組合長や向井敏弘専務らが抽
選。キャンペーンは、2025年７、８月の期間で定
期貯金を契約した利用者を対象に、10万円ごとに
１本の抽選権を付与。3,039口の応募がありまし
た。当選者90人には、焼き肉用鳥取県産牛や県産
シャインマスカット、県産の梨、大山乳業の白バラ
詰め合わせなどを贈ります。
　同JAの武部護常務は「夏のキャンペーンについ

ては多くの貯金をしていただき感謝している。冬にも組合員の皆さんに喜んでいただけるようキャンペーンを実施
する」と話しました。

地域貢献活動
子ども食堂に梨贈呈

学童軟式野球大会
12チームが熱戦

夏の特産品付定期貯金
キャンペーンの当選者決まる

上本組合長から梨を受け取る大曲代表

優勝に輝いた三朝・北条野球スポーツ少年団

当選番号を発表する向井専務、上本組合長、武部常務
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いつでも
そばに み んなのＪＡ

第28回
JA鳥取中央
三朝支所年金友の会
グラウンド・ゴルフ大会

左から入澤さん、津村さん、山本さん優勝した三徳桜チーム

場所：三朝町ふるさと健康村
人数：66人

【個人の部】
優　勝 津　村　公　憲 31打

準優勝 入　澤　眞二郎 35打

３　位 山　本　鈴　江 36打

【団体の部】
優　勝 三徳桜チーム 151打

準優勝 レッツゴー!ファイト!チーム 151打

３　位 大瀬Ａチーム 154打

9/ 5

9/ 1～

　倉吉市内などで撮影が行われた、映画「遥かな町へ」の
撮影チームへの応援の気持ちを込めて、JA鳥取中央と倉
吉市は、「二十世紀梨」と「抑制極実西瓜」を差し入れま‌
した。
　広田市長と上本組合長が、「皆さんに味わっていただ
いて元気をつけて撮影を頑張っていただきたい」と述べ、
錦織良成監督に１箱ずつを手渡すと、さっそく試食。主人
公を演じる及川桃利さんらは「甘く、ジューシーでおいし
い！」と舌鼓を打ちました。父親役の滝藤賢一さんは、梨
はすでに地元に送ったと話し、抑制極実西瓜も送りたい
と、熱心に上本組合長に相談する場面もありました。

　９月１日からの２週間、農林中央金庫の新入職員３人の研修を受け入れました。
　新入職員は、同JAの特産品である梨の収穫や選果といった農業体験のほか、
共済推進や農業融資の同行、年金友の会のグラウンド・ゴルフ大会の参加など通
じて、JAが展開する総合事業や地域との関わり方について学びました。
　研修を受けた、辻野開斗さんは「農協に対する信頼の厚さや人との強いつなが

りを実感した。また様々な工夫を通じてJAが貯金をお預りしていると知り、JAや農林中金の日々の業務が、農業
を支える大切な役割であることがわかった」と話しました。

映画「遥かな町へ」撮影陣へ
倉吉梨と極実西瓜を差し入れ

農林中金 新入職員 JA鳥取中央で研修受け入れ

梨とスイカを１箱ずつ差し入れ

甘くておいしいとたちまち笑顔に

直売所でも研修を実施

9/ 11
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自由に、自分らしく、毎日を遊び尽くせ！
冒険心をかり立てられる。街乗りでもアウトドアでも、
どんな時だってワクワクがとまらない。遊べる軽！

JA中央サービス

中央自動車センター　琴浦自動車センター　湯梨浜自動車センター

DELICA
MINI

DELICA
MINI

お問い合わせ・ご相談は
各支所金融課へ！

JA教育ローン
特別金利キャンペーン実施中!!
【キャンペーン期間】
　2025年10月1日～2026年4月30日
【キャンペーン内容】
　証書型
　 借入金額1,000万円以内
　 借入期間最長15年
　 ・変動金利型：最軽減後 年1.4％（店頭標準金利2.4％）
　 ・固定金利型：最軽減後 年2.05％（店頭標準金利3.05％）
　カード型
　 借入金額700万円以内
　 ・変動金利型：最軽減後 年2.3％（店頭標準金利3.3％）

（保証料込み）

野焼きは法律で原則禁止されています
※廃棄物の焼却は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」で原則禁止されています。ただし、次のような

やむを得ない場合や影響が軽微な場合は例外として認められています。
●農業・林業・漁業に必要な焼却（例：稲わら、伐採した小枝の焼却）　●日常生活で通常行われる軽微な
焼却（例：落ち葉焚き、キャンプファイヤー）　●風俗・宗教行事に必要な焼却（例：とんど焼き、塔婆供養）
【消防署への届出】
　例外となる行為の中で、火災とまぎらわ
しい煙や火炎を発するおそれのあるもの
については、火災予防条例により消防署へ
の届出が必要です。（消防署への届出は、
消防が事前に把握するためのものであり、
焼却を許可するものではありません。） 

【届出方法】
届出様式：HPからダウンロード https://www.chubu-furusato-tottori.jp/shobo/20675
提出部数：正副2部
提出方法：持参、郵送（※返信用封筒を同封いただくか、副本の受け取りが必要）

ただし、メールは不可、やむを得ない場合に限り口頭（電話）による届出可
提出期日：実施する日まで
提 出 先：お住まいの地域の管轄消防署（倉吉、西倉吉、湯梨浜、琴浦消防署）

焼却を行う際は、近隣への配慮を忘れず、
風の強い日や乾燥した日は中止するなど、安
全管理を徹底しましょう。なお、プラスチッ
ク類（ビニールハウス、肥料袋など）の焼却
は認められていません。詳しくは、鳥取県危
機管理部 消防防災課（0857-26-7062）へ。

JAネットローンホームページから簡単申込
https://ja-netloan.jp/guides/kyoiku/
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　毎年恒例、JAの農業祭を今年も開催します。JA女性会・青壮年部・JA職員による出店
がずらりと並び、採れたての農産物や地元の味覚が楽しめるとあって、大好評のイベン
トです。
　しかも、10月と11月は「国消国産月間」。
　「国消国産」とは、“国民が消費する食料は、できるだけその国で生産する”という考え
方。私たちの食卓を支える農業を守り、地域の未来を育てるために大切な取り組みです。
　今年の農業祭は、そんな「国消国産」の精神を感じていただける絶好の機会！ 皆さん
のご来場をお待ちしております。

テーマ ： 大地の恵みに輝く未来 地域に「愛」を届けよう

【東郷・羽合( 泊)】 10月25日（土） 9：00～15：00 東郷支所にて

【東 伯・ 赤 碕】 11月 8日（土） 9：00～15：00 赤碕支所にて

【 三　　　　 朝 】 11月15日（土） 9：30～15：30 三朝支所にて

【北 条・ 大 栄】 11月22日（土） 9：00～15：00 北条支所にて

【 倉　　　　 吉 】 11月30日（日） 9：00～15：00 本　　所にて

農業祭日程

＼ 今年の農業祭の日程が決まりました ! ／
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今月もたくさんのお便り
ありがとうございました。

を教えて下さい。

動物と話せる能力を得たら、
最初にどの動物と何を話したい？

今月のお題

読者からの

お便り紹介

【次号のお題】
「秋の夜長、
何して過ごす？」

たくさんのお便りを
お待ちしております。

もう亡くなったト

イプードル。感情

が顔に出てたけ

ど言いたい事聞き

たかったなぁ～。

（よちこさん）

我が家のコザ
ク

ラインコです。
そ

のインコと食べ
た

い餌はどんな
も

のが良いか聞
い

てみたいです。

（ジャンプさん
）

 

愛犬と話したいで

す。居心地いいか

聞きたいです。

（たろやんさん）

猫とお話しな
が

らウォーキング
し

たいです！

（らんちままさん
）

熊です。なぜ人
の

いる街に出て
き

て食べ物をとっ
た

り人を襲うのか
を

聞きたいです。

（ルウちゃんさ
ん）

自室の外の電線に
何時も止まる鳥が
居て御先祖では？
と思い話してみた
いです。（牛さん）

飼育しているメダ
カと話したい。玄
関に水槽を置い
ているので、挨拶
など交わせたら
楽しいだろうなと
思います。

（サラダさん）

15

旬鮮プラザ

倉吉市八屋150-1  TEL/47-4197  営業時間/9：00～17：30

　大
原
ト
マ
ト
の
後
作
と
し

て
き
ゅ
う
り
を
栽
培
し
て
、今

年
で
15
年
目
に
な
り
ま
す
。

　8
月
に
定
植
し
た
今
年

は
、記
録
的
な
暑
さ
に
も
負
け

ず
、き
ゅ
う
り
は
順
調
に
育
ち

ま
し
た
。9
月
上
旬
か
ら
始

ま
っ
た
収
穫
は
、12
月
上
旬
ま

で
続
き
ま
す
。最
後
の
小
さ

な
き
ゅ
う
り
ま
で
丁
寧
に
収

穫
を
し
出
荷
し
ま
す
。

　栽
培
は
、有
機
肥
料
を
中

心
に
追
肥
も
行
い
ま
す
。朝

6
時
か
ら
9
時
ま
で
の
作
業

で
、僕
と
妻
、お
ば
ち
ゃ
ん
の

3
人
で
作
業
を
し
、1
日
の

収
穫
量
は
平
均
50
〜
60
㎏
、

ピ
ー
ク
時
に
は
1
0
0
㎏
に

も
な
り
ま
す
。次
か
ら
次
へ

と
実
が
な
る
た
め
収
穫
は
楽

し
い
で
す
。

　プ
レ
ス
ト
と

ス
ッ
ク
、2
つ
の

品
種
を
育
て
て

い
る
の
で
す
が
、

ど
ち
ら
も
パ

リ
ッ
と
し
た
食

感
と
濃
厚
な
味

が
自
慢
で
す
。特

に
、き
ゅ
う
り
の

表
面
に
あ
る
チ

ク
チ
ク
し
た
部

分
が
、新
鮮
さ
の

証
し
と
し
て
僕

は
好
き
で
す
ね
。

収
穫
量
が
多
い

分
、ツ
ル
も
こ
ま

め
に
切
る
な
ど
、

手
入
れ
に
は
細

心
の
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。

　一
番
の
お
す

す
め
の
食
べ
方
は
、な
ん
と

い
っ
て
も
丸
か
じ
り
で
す
。

塩
な
ど
を
つ
け
ず
に
、素
材

本
来
の
味
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

　き
ゅ
う
り
の
他
に
も
玉
ね

ぎ
の
苗
や
水
菜
も
育
て
て
い

て
、特
に
玉
ね
ぎ
の
苗
は
直

売
所
か
ら
「
ほ
し
い
！
」と
声

が
か
か
る
ほ
ど
人
気
が
あ
る

ん
で
す
よ（
笑
）。苗
は
10
月

25
日
前
後
に
出
荷
し
ま
す
。

倉
吉
市

　柴
田

　行
紘
さ
ん

15
年
目
の
栽
培
！ 

記
録
的
な
暑
さ
を
乗
り
越
え
た
き
ゅ
う
り

　〜
パ
リ
ッ
と
食
感
、味
も
濃
い
！ 

こ
だ
わ
り
の
仕
上
が
り
に
〜

し

 
ば
た

ゆ
き
ひ
ろ

この日は25袋出荷しました

収獲にはハサミを使います 僕が栽培するきゅうりは全て美味しいです

お買い物は、ぜひ直売所で
秋の野菜と新米 ぞくぞく入荷
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町
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TEL 0858-23-3000  FAX 0858-23-3070
企
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集
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式

会
社

JA鳥
取
中
央
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.ja-tottorichuou.or.jp

右のイラストには左のイラストと違う部分が何カ所かあります。間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まち が い さ が し

1・2・7・10・12
10月号の答え

今月のプレゼントは

「 ねばりっこ 」「 ねばりっこ 」

応　募　要　項

※当選は商品の発送をもってかえさせていただきます。 ※個人情報については、
　プレゼントの発送、及び「ドリームちゅうおう」の紙面作り以外には使用しません。

はがきやメール、ＦＡＸで①よかった記事と理由②今月号のクイズの答え（間違いが
あるパネルの数字）③郵便番号④住所⑤氏名⑥電話番号⑦次号のお便りのお題

「秋の夜長、何して過ごす？」の回答を書いてお送りください。まちがいさがし正解者
の中から抽選でプレゼントを発送いたします。

【宛先】
　〒682-0867 倉吉市越殿町1409 JA鳥取中央 広報課宛
　メール／kouhou@ja-tottorichuou.or.jp
　ＦＡＸ／0858-23-3070
　応募締め切り／11月7日（金）

ここからも
応募できます

中四国版
紙面には、JA

鳥取中央の記事が
随時掲載されて

います！
ぜひご覧くだ

さい!!

　お近くの新聞販売店
から毎日お届けします。

※�原則として、年間予約購読〔前
納〕の中途解約はできません。

※1冊からでもご購読できます。

購読料　月極

購読料　年額

紙　版3,100円（税込）

電子版2,403円（税込）

9,900円
誌代1年分を

年間予約として
購読料をお支払い

いただくと普通月号
1か月分が無償と
なっております

－購読のお申し込みは、各支所 組合員課までお問い合わせください。－

（税込）

　今回は、柿「輝太郎」の写真を表紙にしました。
10月は輝太郎のシーズン真っただ中！ 今年は、
大玉で高糖度と嬉しい出来。ですが選果風景を
見ていると、とてもきれいなのに一か所だけ夜蛾
などの虫にかまれ黒い点になっている柿もあり、
ここまで大きく育ったのに規格外になってもっ
たいないなと感じました。
　今月号は、「収穫の秋」ということで梨にぶど
う、中玉トマトに栗に米と、たくさんの収穫取材
に行きました。中部はおいしいものが多くて嬉し
いですね。10月も抑制メロンやブロッコリーの
取材を予定し、日本農業新聞に記事を掲載して
います。日本農業新聞に取材してほしいことがあ
りましたら、ぜひ広報課まで連絡をください！
� 広報課

編集後記


